
近年、食品業界では食の安全性に対するニーズへの対応や、減少する労働力を補うために、食のサプライチェーン（食の
生産、加工・流通から販売・消費まで）の変革が求められています。ICTを活用したサプライチェーンのスマート化を通じ
て日本の食品ビジネス力の強化に取り組む、一般社団法人スマートフードチェーン推進機構の代表理事・折笠 俊輔氏に、
スマート化の現実と可能性についてうかがいました。

Web版ではより詳しい
内容がご覧いただけます
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食品流通の課題解決に 
欠かせないデジタル化

令和の米騒動に見られるように、
近年食品流通における信頼性や透
明性、安全性などに対する消費者
の関心が高まっています。さらに
生産者の高齢化による労働力減少
の問題もあり、食品の生産に関わ
る業界は今、市場環境に適応する
ための変革が求められています。

こうした課題の解決に向けて、
食のサプライチェーンをICTでス
マート化する、「スマートフード
チェーン」を構築する動きが活発
になっています。
「スマートフードチェーンとは、

生産から消費に至る、従来独立し
ていた各サプライチェーンの情報
をICTによって連携させ、データ
の相互活用を可能にした食のサ
プライチェーンを意味します。食
のサプライチェーン全体をスマー
ト化することで、生産効率の高度
化や商品の付加価値向上、流通

の最適化などに資すると期待され
ています」（折笠氏）

生鮮食品流通の世界は、半世
紀以上にわたって卸売市場を中心
に機能してきましたが、卸売市場
の情報ネットワークはいまだにア
ナログ中心です。多くの生産者が
出荷情報をExcelで管理していま
すが、出荷情報を卸売市場に送る
際には、わざわざ出荷伝票を手書
きで起こしてFAXで送らねばなら
ず、業務上のロスが生じています。
さらに市場側は、それらを見なが
ら新たに別の書類を作成している
ため、「生産者が作った出荷情報
が卸売市場のプロセスで分断さ
れてしまっている」と折笠氏は指
摘します。
「生産者と市場の間で情報の分

断が発生すると、鮮度の高さや
生産者のこだわりなど、さまざま
な情報が小売業者や消費者にま
で届かず、商機を逸してしまいま
す。また現在、食の安全性確保の
ために『トレーサビリティ※』が注目
されていますが、スマートフード
チェーンが構築されていれば、誰
がいつどこで出荷し、いつ小売店
に届いたかなどについて消費者
が知ることができ、食への信頼感
の醸成につながります。それだけ
に食のサプライチェーンのスマー
ト化による情報連携の実現、その
ためのデジタル化は必須である
と言えます」（折笠氏）

一般社団法人スマートフードチェーン推進機構

データ連携がもたらす効率化と付加価値を生む
スマートフードチェーンの現在と展望

QRコードで広がる 
情報連携と効率化

一般社団法人スマートフード
チェーン推進機構が展開する、ス
マートフードチェーンのプラット
フォーム「ukabis（ウカビス）」は、
生産者や卸売事業者、小売業者か
ら消費者までを鎖のようにつなぎ、
ネットワーク化することで情報の
やり取りをスムーズにしています。
従来型のサプライチェーンでは、
流れの中のどこかでトラブルが発
生すると情報伝達の分断が容易
に発生するという弱点がありまし
たが、ukabisではその弱点を克
服することが可能になっています

（図参照）。
「ukabisは、需要と供給のマッ

チングの高度化や物流の最適化
による食品ロスの削減、トレーサ
ビリティの確保による食の安全性
の担保などを実現する食品流通
のデジタル基盤として期待されて
います。また、『消費者が食品の
安全性をしっかり確認できてから
食べられる環境を作りたい』『産地
のストーリーなどをしっかり小売
業者や消費者に伝えたい』『生産
時に発生する環境負荷情報なども
データ化し、日本の豊かな食文化
をしっかり次世代に伝えていきた
い』といったニーズに応えられるこ
とも大きなメリットです」（折笠氏）

ukabisには、農水産物などに

つけられたQRコードを読み取るこ
とで、さまざまな商品情報を取得
できる仕組みがあります。例えば
BtoBなら生産履歴情報や商品の
取り扱い情報を、BtoCなら生産
者のPR情報や安全性に関する情
報を手軽に取得でき、現在、多く
の導入事例が報告されています。
「例えば、卸売市場では野菜の

箱に貼られたQRコードをスマホ
で読み取るだけで、全体の出荷
箱数、野菜のサイズや等階級ま
でが一目瞭然に示され、さらにそ
れらの情報が直接卸売市場の基
幹システムに送られる仕組みが構
築されています。これにより、生
産者はFAXで送付する必要がな
くなり、卸側でも入荷集計にかか
る時間が67％削減されました。ま
た、日本の農水産物は高いブラン
ド性を持つため、本物の日本産で
あることが消費者に一目で理解で
きるトレーサビリティ機能が海外
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の消費者に好評です」（折笠氏）
国内でも、トレーサビリティ機

能を活用した商品の付加価値向
上への取り組みは、さまざまな
成功事例があります。例えば、消
費者がカニの入荷状況や鮮度が
直接確認できる、「香住ガニの大
冒険」と名づけられた食イベント
が好評でした（写真参照）。これは
朝に浜茹でした旬のカニを新鮮
なままボイル・冷却し、QRコード
を取りつけて小売店に直送したも
ので、SNSでも話題を呼び午前
中で完売しました。

物流の世界でも期待される 
スマート化の恩恵

折笠氏は、商品輸送などの物
流面の需給の最適化にも、スマー
トフードチェーンは有益だと話し
ます。
「これまでは生産者間の情報連

携が希薄だったため、隣接した生
産者が同じ卸売市場
に同じ商品を送る場
合でも、別々にトラッ
クを仕立て10トント
ラックに5トンだけ
詰めて送るといった
無駄が生じていまし
た。しかし、ukabis
を通じて生産者間の
情報 が 連携されれ
ば全体の物流量が
分かりますので、そ
れに適したトラック
を共有し、生産者間

を順番にリレーして市場に運ぶこ
とで、効率化や経費削減が実現で
きます。また、業種を超えた物流
の共有にも可能性を感じていま
す。農水産物の物流は生産地で
ある地方から消費先の都市圏へ
と流れる傾向が強いため、帰りの
トラックが空荷となるケースが少
なくありません。そこで都市圏か
ら地方への物流量が多い産業と
情報を連携すれば、業界を超え
たwin-winの物流の仕組みがで
きると期待しています」（折笠氏）

スマートフードチェーン構想か
らは、さまざまな成果と可能性が
生まれています。自社が保有する
データを内部で活用するだけでな
く、サプライチェーン同士で連携
し合うことで、新しいビジネスや業
務の効率化に結びつけることがで
き、こうした発想を持つことは、あ
らゆる面で有益と言えるでしょう。

「香住ガニの大冒険」では、水揚げされた香住漁港から店頭までの流通
履歴と輸送環境データを取得し、売場でQRコードを掲示して消費者に
訴求する実証を行った

【図：情報が分断されないスマートフードチェーンへ】

従来型のサプライチェーン

デジタル化・インフラ構築の遅れによる情報の分断
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出典：一般社団法人スマートフードチェーン推進機構の資料を基に作成

※ �トレーサビリティ：生産から製造加工、流通や小
売など、すべての移動経路を記録し、管理する
システムのこと。

特集


